
SMCコスモソリューションズ株式会社
1987 年設立。三井住友建設グループ企業を対象としたシステム
開発、導入支援、運用保守を行うICT事業と、表彰状や名刺などの
各種印刷、施工図面等の電子化のほかバックオフィス支援を行う
コーポレートサービス事業を主軸とする。2021 年 4 月にコスモ
プラニング株式会社から社名を変更した。

電子サインとkintoneの連携によって
受注処理の効率化を実現

建設現場のICT化に伴い、現場事務所におけるICT機器のニーズも日増しに高まっている。三
井住友建設グループ企業の現場事務所を中心に、複合機やPC・周辺機器を調達し提供するSMC
コスモソリューションズ株式会社は、年間でおよそ1,000件におよぶ受注処理の手間が以前から
大きな課題になっていた。この課題を同社は、Adobe Acrobat Signによる電子サインとkintone
との連携による商談管理システムの構築によって解決した。

■ 導入の経緯
PC物販事業の伸長で受注管理の簡素化を目指す

SMCコスモソリューションズ株式会社は、三井住友建設グループのアウトソーシング企業の1 つだ。今日
の事業内容は、システム開発、導入支援、運用保守を担う ICT 事業と、ドキュメント印刷や総務事業委託な
どを担うコーポレートサービス事業の大きく2つに分けられる。

元々は建設現場で多く利用される A0、A1 といった大判サイズの図面出力サービスを主に行ってきた。同
社が ICT 事業を手掛けるようになった背景には、グループの業務体制見直しに伴う、親会社である三井住友
建設のICT部門の吸収があった。その後、同社はグループ内のシステム開発や運用といった従来の業務に加え、
PC物販や複合機リースなどの新事業も開始。建設現場におけるペーパーレス化の進展もあり、ICT事業の比
重は年々高まり、同社の売り上げの大半を占めるようになっている。こうした中、新たな課題として浮上し
たのが受注処理の手間だった。同社の取締役であり ICT事業部長の結城 陽治氏はこう説明する。

「当社は現場事務所の通信インフラ整備からPC、複合機の納品まで一括で請け負うビジネスを行っていま
す。顧客はグループ企業が中心ですが、PCやその周辺機器に限っても、年間で約1,000件もの注文が入ります。
それらの見積書、注文書、注文請書の発行をはじめとする受注処理を僅か 3 名の社員が担当しているため、
効率よく業務を行うことが以前から求められていました」

「受注業務にかかる工数を大幅に短縮できた上に、電子帳簿保存法にも
対応できるようになりました」
取締役 ICT事業部長　結城 陽治氏

帳票作成のタイムロスを削減

社内承認後、帳票をすぐに送付可能
スムーズな受注処理を実現

導入製品
・ Adobe Acrobat Sign

導入メリット

テレワークの推進

社判の押印が不要となり
帳票作成がシステム上で完結

電子帳簿保存法への対応

サイボウズ社『kintone』と連携して
電子帳簿保存法に対応

案件の進捗管理を一元化

納品希望日や納品先を含め、
取引を一元管理

取締役 ICT事業部長
結城 陽治氏
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SMC コスモソリューションズ
株式会社
http://www.smccosmo.co.jp

所在地：東京都中央区新川2丁目26-3 

住友不動産茅場町ビル2号館 1F

創 業：1987年

資本金：1,000万円

従業員数：47名（2022年12月現在）

事業内容： ICT事業（開発、導入支援、運用
保守）、コーポレートサービス事業（ドキュ
メント、デジタル化支援、総務業務委託）

■ 選択のポイント
帳票発行と進捗管理にAdobe Acrobat Signとkintoneを活用

同社は大きく分けて2つの業務課題を抱えていた。1つは、帳票の発行に必要な工数の多さである。

「当社は、既にクラウド型のワークフローシステムを導入し、帳票の社内承認をテレワーク時においても
行える体制を整備していました。しかし最終的には、見積書などを一度紙に出力し、出社して社判を総務の
担当者に押印してもらった後、PDF化してからお客様にメールで送信する必要がありました。総務の担当者
と出社日が合わないと、社内承認が済んでいてもすぐお客様に送付できず、承認からお客様への送付まで一
週間以上空いてしまうこともあったため、その改善が急務でした」

もう 1 つの課題は、受注案件の効率的な進捗管理だ。これまで商談の進展状況はワークフローシステムや
メールで個別に確認するほかなく、案件の進捗状況を可視化する仕組みが強く求められていた。

受注処理作業の効率化と進捗管理の強化を図るため、同社は電子サインソリューションの導入を検討。サ
イボウズ社のkintoneとAcrobat Signを連携させた仕組みの構築に踏み切った。

kintone はブラウザ上で業務に必要なシステムを構築できるクラウドサービスで、プログラミングの知識
がなくても簡単に扱えるのが特長だ。同社は、まず kintone 上で見積書などを作成できる業務アプリを 6 つ
開発。Acrobat Sign は、そのアプリに組み込む形で設計した。ワークフローシステムで社内決裁が完了した
受注データがkintoneに自動反映され、担当者は顧客へ送る帳票をkintoneの業務アプリで作成。アプリ内の
ボタンを押すだけで、連携したAcrobat SignからPDF文書が添付されたメールが送られる仕組みを構築した。
顧客が署名すると、PDF 文書が kintone 内に自動保存される仕様のため、以前のように紙の帳票をスキャン
してデータ化する手間も省略された。

電子サインソリューションにAcrobat Signを採用した理由を、結城氏はこう説明する。

「帳票の真正性を担保する上で、認証局などのサービスが継続されることが大きな意味を持ちます。その
ような意味でAcrobat Signは信頼に値すると判断したことや、他のソリューションと比べてリーズナブルな
価格だったことも選定理由の1つでした」

kintoneアプリの要件定義には約1年かけ、試行錯誤の末に2022年1月から本格的な運用を開始。元々利用
していたワークフローシステムとkintone、そしてAcrobat Signの一体化を実現させた。

■ 導入効果
工数削減や管理強化のほか、柔軟な帳票作成を実現

見積書、発注書、受注請書を発行する受注処理をすべてシステム上で行えるようになったため、出社をし
て帳票に社判を押印する工程が不要となり、当初の狙い通り業務の効率化を実現。総務の担当者も含め、テ
レワークで受注処理が可能となった。kintone上で受注案件の進捗も一元管理できている。

「見積書は条件を変えてバリエーションを発行することが多いため、修正の都度、総務に社判を押印して
もらう手間が不要となったのは大きな成果です。また、Acrobat Sign では、お客様に署名を求める際に請求
方法や希望納期、お届け先などの情報も書類に記入いただくようにカスタマイズを施せるため、注文のエビ
デンスを保存できるというメリットもあります。記入されたデータは自動で kintone 上に保存され、メール
を遡らずともアプリ内で検索すれば必要な情報をいつでも簡単に取り出せます。さらに、データの二次転用
も可能なため、後工程の業務効率も改善されました」

導入から約1年経った現在も大きな問題はなく、顧客の殆どが電子サインによる署名に切り替わった。

「導入当初は、お客様に電子サインを拒まれるケースが多いのではないかと懸念していましたが、操作方
法が複雑でないおかげか、ほぼすべてのやり取りをクラウド上で完結できています。お客様側の操作で上長
に署名権限を委譲できる柔軟性も、スムーズなやり取りに役立っています」

他にも、今回の導入が結果的に電子帳簿保存法への早期対応にも繋がったと成果を実感しているという。

■ 今後の展望
社内に留まらずグループ企業への普及も検討

今後、同社は契約書の署名にもkintoneと連携したAcrobat Signの活用を検討している。

「今回の導入でさまざまな効果を得られたので、ICT事業部以外の業務にも展開し、社内全体の業務改善を
推し進めたいです。また、当社以外のグループ企業ではまだ電子サインを取り入れていないところも多く、
グループ内で広く普及できればと考えています」

協力：■ソリューション販売パートナー：リコージャパン株式会社
　　　■業務/法令対応コンサルティングパートナー：ケインズアイコンサルティンググループ

※掲載された情報は、2022年12月現在のものです。
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